（別添２－２）
平成　　年　　月　　日現在

シラバス
指定番号　　　　　　　
商号又は名称：株式会社ニチイ学館　　　　　　　　　　　　　　　　
	科目番号・科目名
	(１)　職務の理解

	指導目標
	1 研修課程全体（130時間）の構成と各研修項目（10項目）相互の関連性の全体像をあらかじめイメージできるようにする。
2 学習内容を体系的に整理して知識を効率・効果的に学習できるような素地の形成を促す。

3 視聴覚教材を使用し、介護職が働く現場の仕事内容をできるかぎり具体的に理解させる。

	項目番号・項目名
	時間数
	うち

通学学習
時間数
	うち

通信学習
時間数
	講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

（別紙でも可）

	1 多様なサービスと理解
	
	
	
	〈講義内容〉
　介護保険サービス（居宅、施設）
　介護保険外サービス


	2 介護職の仕事内容や働く現場の理解
	
	
	
	〈講義内容〉
　居宅、施設の多様な働く現場の理解
　居宅、施設の実際のサービス提供現場の具体的イメージ
　（視聴覚教材の活用、現場職員の体験談）
　ケアプランの位置付けに始まり、サービスの提供に至るまで

　の一連の業務の流れとチームアプローチ・多職種、介護保険

　外サービスを含めた地域の社会資源との連携　



	3 
	
	
	
	

	4 
	
	
	
	

	5 
	
	
	
	

	（合計時間数）
	6
	
	
	


	使用する機器・備品等
	


※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。

※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。

（別添２－２）

平成　　年　　月　　日現在

シラバス
指定番号　　　　　　　
商号又は名称：株式会社ニチイ学館　　　　　　　　　　　　　　　　
	科目番号・科目名
	(２)　介護における尊厳の保持・自立支援

	指導目標
	1 具体的な事例を複数示し、利用者及びその家族の要望にそのまま応えることと、自立支援・
　　介護予防という考え方に基づいたケアを行うことの違いや、自立という概念に対する気づきを促す。

2 具体的な事例を複数示し、利用者の持っている能力を効果的に活用しながら自立支援や重度化の防止・遅延化に資するケアへの理解を促す。

3 利用者の尊厳を著しく傷つける言動とその理由について考えさせ、尊厳という概念に対する気づきを促す。

4 虐待を受けている高齢者への対応方法についての指導を行い、高齢者虐待に対する理解を促す。

5 グループワークなどにおいて尊厳を支えるということはどういうことかなどを理解する。

	項目番号・項目名
	時間数
	うち

通学学習
時間数
	うち

通信学習
時間数
	講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

（別紙でも可）

	1 人権と尊厳を支える介護
	
	
	
	〈講義内容〉
　人権と尊厳の保持
◎個人としての尊重・アドボカシー・エンパワーメントの

視点
　　◎「役割」の実感・尊厳のある暮らし・利用者のプライバシーの保護
　ＱＯＬ
◎ＱＯＬの考え方・生活の質

　ＩＣＦ

◎介護分野におけるＩＣＦ

　ノーマライゼーション

　　◎ノーマライゼーションの考え方
　虐待防止・身体拘束禁止
◎身体拘束禁止・高齢者虐待防止

◎高齢者の養護者支援

個人の権利を守る制度の概要

◎個人情報保護法･成年後見制度

◎日常生活自立支援事業・生活保護制度


	2 自立に向けた介護
	
	
	
	〈講義内容〉
　自立支援
◎自立・自律支援・持っている能力の活用・動機と欲求・

意欲を高める支援

　介護予防

　　◎介護予防の考え方


	3 人権啓発に係る基礎知識
	2
	2
	
	

	（合計時間数）
	9
	
	
	


	使用する機器・備品等
	


※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。

※　項目ごとに時間数を設定すること。

※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。

（別添２－２）

平成　　年　　月　　日現在

シラバス
指定番号　　　　　　　
商号又は名称：株式会社ニチイ学館　　　　　　　　　　　　　　　　
	科目番号・科目名
	(３)　介護の基本

	指導目標
	1 可能なかぎり具体例を示す等の工夫を行い、介護職に求められる専門性に対する理解を促す。
2 介護におけるリスクに気づき、緊急対応の重要性を理解するとともに、場合によってはそれに一人で対応しようとせず、サービス提供責任者や医療職と連携することが重要であると実感できるように促す。

3 チームケアの重要性や役割分担などをグループディスカッションを交えて行う。

4 感染症予防対策を踏まえた手洗いやガウンの着脱の実習を行う。

	項目番号・項目名
	時間数
	うち

通学学習
時間数
	うち

通信学習
時間数
	講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

（別紙でも可）

	1 介護職の役割、専門性と多職種との連携
	
	
	
	〈講義内容〉
　介護環境の特徴の理解
　　◎訪問介護と施設介護サービスの違い・地域包括ケアの方向性
　介護の専門性
◎重度化防止・遅延化の視点・利用者主体の支援姿勢

◎自立した生活を支えるための援助・根拠のある介護

◎チームケアの重要性・事業所内のチーム・多機種からなるチーム　
　介護に関わる職種
◎異なる専門性を持つ多機種の理解・介護支援専門員・サービス提供責任者

◎医療職と連携して利用者を支える意味

◎互いの専門能力を活用した効果的なサービスの提供・チームケアにおける役割分担



	2 介護職の職業倫理
	
	
	
	〈講義内容〉
　職業倫理
　　◎専門職の倫理の意義・介護の倫理（介護福祉士の倫理と介護福祉士制度等）
　　◎介護職員としての社会的責任・プライバシーの保護・

尊重


	3 介護における安全の確保とリスクマネジメント
	2
	2
	
	〈講義内容〉
　介護における安全の確保
　　◎ハザードとリスク・事故に結びつく要因を探り対応していく技術
　事故予防、安全対策
◎リスクマネジメント・リスク分析の手法と視点
◎事故に至った経緯の報告（家族への報告、市町村への報告等）・情報の共有

　感染対策

◎感染の種類・感染の原因と経路（感染源の排除、感染経路の遮断）

◎「感染」に対する正しい知識



	4 介護の安全
	
	
	
	〈講義内容〉
　介護職員の心身の健康管理

◎介護職員の健康管理・ストレスマネジメント・腰痛の予防に関する知識

◎感染予防対策・手洗い、うがいの励行・手洗いの基本


	（合計時間数）
	9
	
	
	


	使用する機器・備品等
	


※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。

※　項目ごとに時間数を設定すること。

※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。

記載例／　実習を実施する場合又は視聴覚教材を活用する場合
（別添２－２）

平成２５年４月１日現在

シラバス

指定番号　１９　　　　　　　　　　　
商号又は名称：株式会社大阪商事　
	科目番号・科目名
	（１）　職務の理解

	指導目標
	1 ○○○○
2 ○○○○

	項目番号・項目名
	時間数
	うち

通学学習
時間数
	うち

通信学習
時間数
	講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

（別紙でも可）

	1 多様なサービスと理解
	２．５
	２．５
	
	＜講義内容＞
○○○○
○○○○
＜演習実施方法＞

演習手法：「介護職の仕事の内容」について、班体制を
用いてグループディスカッションを行う。


	2 介護職の仕事内容や働く現場の理解
	３．５
	３．５
	
	＜講義内容＞

講師による講義の他、視聴覚教材を活用し、理解を深める。

OR


＜実習＞
・実習プログラム内容

・プログラムの特色
　・指導体制


	（合計時間数）
	６
	６
	０
	



	使用する機器・備品等
	㈱○○出版発行
　DVD教材



※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。

※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。

※　時間配分の下限は、３０分単位とする。

※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。
記載例／　通信学習の場合
（別添２－２）

平成２５年４月１日現在

シラバス

指定番号　１９　　　　　　　　　　　
商号又は名称：株式会社大阪商事　
	科目番号・科目名
	（２）　介護における尊厳の保持・自立支援職務の理解

	指導目標
	1 ○○○○

2 ○○○○
3 ○○○○

	項目番号・項目名
	時間数
	うち

通学学習
時間数
	うち

通信学習
時間数
	講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

（別紙でも可）

	1 人権と尊厳を支える介護
	３
	１
	２
	＜通信学習課題の内容＞
○○○○
＜講義内容＞
○○○○
○○○○
＜演習実施方法＞

○○○○


	2 自立に向けた介護
	４
	１
	３
	＜通信学習課題の内容＞

○○○○
＜講義内容＞

○○○○

○○○○
＜演習実施方法＞

○○○○


	3 人権啓発に係る基礎知識
	２
	２
	
	＜講義内容＞

○○○○

○○○○

	（合計時間数）
	９
	４
	５
	


	使用する機器・備品等
	


※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。

※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。

※　時間配分の下限は、３０分単位とする。

※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。
「介護職員初任者研修における目標、評価の指針」（別紙２）やテキスト等を参考に指導計画を作成すること。





別紙に記載しても可。





実習に代わり、介護の現場や仕事ぶり等を紹介したDVD等の視聴覚教材を活用して理解を深めてもらう方法も可能。ただし、視聴覚教材のみを視聴するだけの授業は認められないので注意すること。





実習を実施する場合は、実習実施内容を記載すること。





実習を組み入れることができる科目は、「(1)職務の理解」及び「(10)振り返り」のみであるので注意すること。


また、当該科目は、項目のすべてを実習に充てることも構わない。





「別紙３　通信形式で実施できる科目ごとの上限時間と各科目の総時間」を基に、通信学習時間の上限を超えないよう注意すること。





「人権啓発に係る基礎知識」は、通信学習で実施できないので注意すること。








